
参考資料１

一般会計予算 （単位：千円）

法人全体収入内訳

法人全体・拠点区分・サービス区分支出内訳（予備費及び拠点区分・サービス区分間の資金移動を除いた経費を記載）

生活福祉資金貸付､あんしんセンター運営

善意銀行､社会福祉基金

介護保険訪問介護

障がい者訪問介護､同行援護及び移動支援

　　合　計　 272,455 267,048

　その他の活動による収入 0 1,401

　前期末支払資金残高 39,236 34,173

　受取利息配当金収入 40 48

　その他の収入 1,051 1,071

　介護保険事業収入 31,211 30,441

　障害福祉サービス等事業収入 24,026 24,086

　寄付金収入 1,160 1,325

　事業収入 6,500 6,695

　経常経費補助金収入
73,839 74,532

　(市補助金､共同募金配分金等)

　受託金収入 84,037 81,921

　貸付事業収入 1,355 1,355

勘定科目（収入） 令和２年度 令和元年度

　会費収入 10,000 10,000

（単位：千円）

令和２年度

予算額

272,455

令和元年度

予算額

267,048

比較増減 前年比

2.0%5,407

会計名 拠点区分 サービス区分 令和２年度予算 令和元年度予算

地域福祉推進事業 17,861 17,155

団体助成､遊具等修繕､ボランティア講座､ボランティア
センター運営､交通遺児激励､ひとり親家庭援護､罹災者
世帯援護､紙おむつ支給､桜まつり開催､法人後見、成年
後見利用支援､やすらぎサービス､緊急援護資金、地域づ
くり推進

法人全体

一般事業

法人管理事業 59,564 66,493

伊勢原市受託事業 86,433 83,528

介護報酬等
事業

訪問介護事業 27,112 23,456

障害者総合支援事業 27,938 27,011

やまどり号運行､ふれあいミニデイ､成年後見・権利擁護
推進センター､地域包括支援センター､老人福祉センター
管理･運営､趣味の教室､養育支援家事援助ヘルパー派遣､
ひとり親家庭ヘルパー派遣

認知症サポートヘルパー､障がい児･者ふれあい交流､広
報等発行､地域福祉活動計画策定･推進

年末たすけあい配分事業 10,657

（単位：千円）

10,763

神奈川県社協受託事業 6,384 6,252

寄付金受配事業 1,966 2,024

小地域活動推進､年末たすけあい援護､福祉人材育成等

法人運営､事務所維持管理､役職員給与等

事業の概要

共同募金
配分事業

赤い羽根募金配分事業 6,361 5,560

第４次伊勢原市地域福祉活動計画 基本理念
共に支え合い、一人ひとりを大切にするまちづくり

近年、公的な福祉サービスが充実する一方で、地域では少子高齢化の進行や核家族化の進行等による社会構造の変化により、私たちが暮らす地域社

会も大きく変化しています。

地域では、社会的な孤立や引きこもり、生活困窮や虐待、日常的な買い物や家事、外出等の困りごとの問題など、多様な生活課題が顕在化し、地域

社会が抱える新たな課題への対応が求められています。

このような地域の多様な課題に対応し、解決していくためには、地域に暮らす住民が自分達の抱える生活の問題点に気付き、共有し、その解決に向

けて取組を推進することが重要になります。

本会としては、住民が地域づくりの主体となり、地域福祉を推進していくための行動計画として、「第４次伊勢原市地域福祉活動計画（平成３０年

度～令和４年度）」を策定しています。

制度や福祉サービスの充実だけでなく、これまで以上に身近な地域住民による見守りや助け合い活動、福祉ニーズの発見、把握、災害時の対応など

の住民主体の活動を推進するため、引き続き、自治会、民生委員児童委員協議会、ボランティア・ＮＰＯ団体、社会福祉法人、福祉施設等、地域の各

種団体等と協働し、地域のつながり、共に支え合う地域社会づくりを推進します。

① 福祉人材の育成

深刻な介護人材の不足に対応するため、介護職員初任者研修を開催し、

福祉サービスを担う人材の育成を行います。

また、参加しやすい環境整備の一環として、受講料の軽減措置及び受講

対象者の拡充を行います。

② 成年後見・権利擁護の推進

認知症高齢者や障がい者などの権利擁護を推進するため、家庭裁判所、

弁護士等との連携により、成年後見制度等の相談及び普及・啓発等を行い

ます。

また、令和元年度に実施した市民後見人養成研修（第２期）を経て養成

した人材を、令和２年度は法人後見の補助業務などの実務を経た上で市民

後見人として育成し、成年後見制度の更なる基盤整備に努めます。

③ 支え合い、見守り活動の推進

①南部地域包括支援センター事業

第２層生活支援協議体の運営を行い、地域の元気な高齢者の参加や多様

な主体の参画を得て、地域の支え合いによる体制づくりを推進します。

②小地域活動推進事業

地域共生社会の実現に向けて、地域住民等により実施されている見守り

活動やサロン活動等の支援及び新たな活動の立ち上げを支援し、住民相互

の支え合い機能の強化、住み慣れた地域で安心して暮らし続けることがで

きる環境づくりに努めます。

④ 組織の基盤強化と自主財源の確保

関係機関、関係団体、地域住民との連携強化に努めるとともに、地域福

祉の普及・啓発及び本会会員の増強並びに会費等の自主財源の確保に向け

て、引き続き役職員一丸となって取り組みます。

また、災害時等の対応を含めた組織体制の強化及び事業運営の透明性の

確保に努めるとともに、新たな地域課題に対応するため、包括的な支援体

制の構築と人材育成を推進します。


